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　上気道疾患と寮故に？いて搬対象児の条件別に倹甜を

加え，1』それ・を第：6表にま＝とめた。 上氣道疾患にっいては

性差はほとをぎな く3 、粟期に生ま燕たものに罹墨者がや

や多恥が六罹患件数はむ鋼る他の季節に比して少ないひ

』また｝二1出生体重の小さいものに比較的罹患者が多い傾向

にあり，こ．養育条件にまる差ぱ余ツ明確になら ズ恥な蛎）5、

家の職業別にみるiと猟ワ蕪トカラ≒系の家に罹患者ρ発

生も罹患件数も少塵く．i同胞の数と吻関係や栄養法別の

差は認められな柄。 　　　☆∴』・　 ン掃㌧に汐＝．llミ

く六九♪癖赦1蔓hる傷害畳こ鷺いアζは，1男児に発生誓数ヂ

藪 く蔵、比較的出生体重の大きなもの1：自営業の家庭のも

』のめ同胞の多いものに偶害め発生件数グ）占め．る劃合が高

い．こきが認められた‘いい1齢「，i尉読：：』Y“．㌧！舶〔1諮

　　　　、、先 1差』7．
・Σ、＝＝一繭童津『1，0二 ＝続－ 1r、〉．

こ

“ r，と沿麟
『、瓢1考1 ・17rて 慰二、｝尋、癒ト』；鰭』』』1ン．1『醤

。数

、，小児の疾病発生セ琳児自身のr畝耕’と省獣ギ議翫』

環境条件が大きな影響を与え多ぴ医象や生活理境の進夢

改普によ’う て一1「歳代の幼児の死亡率鑓署明に低薫した置
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（罹患件数及び受傷件数の％各条醐噂，総権患件数対して求沁鳶）

≒，を吝人口動態統計ユ，にもはらきりと示誉iれて騰ゆ

し，1医療受診に関しては違った形での変化がみられるど

報告されている。すなわち，井上2レによると，1～4歳

の受療率は年々増加している。これには小児の医療の無

料化をは じめ各種の援助が大きな役目をからてレ～るかも

／しれないぴまた，1疾病傷病別にみた場合，ラ呼吸器系疾患

が最1も多・く1 』この報告は筆者らの調査繕果と÷・致してb

るる・ ←方レ富故による受療頻度の全受療に占める割合は

筆者らの結果の方が少ないヨ これは井上の報告そは＝1ん

4磯の挙赦が合わされ更集計されているためそあみう5・

ただド小児の事赦発生時の医療の受け方砥養育者の意識

1によ’らて大ぎな差異がみられるご・ど・演がレケ《の調査結

果3レからも明らかである。　　　　』　、ニド〆1 ∴こ ．［、

、、，、

㌧宇留野らヒによ1ると1” 1歳児で1年間全く病気をむなか

づだもめは8』8％にみられだというぷ、11歳児力凱年間全

Lく病気をしないと．いiう二こミとrは稀有な・こ・どと畦、わなければ

ならない。呼吸器系疾患に罹ったものは宇留酵の報告で

は68・7％無76±0・14徊とな3…禰り≒！，鯖，与の

成績に比して罹患者数には差がないが，罹息画1数ば少な

競』三宇留野の調査ほ同ぴく濃村を対象地域と1妙癒しトる

」が訴奪業の社宅に住んで寸ヤ∫ミる も1のドが対象ぞある之1とか

ちし叉わ額われの対象と1家庭の社会経済的条件が異なるこ

1

1と磯代を背舞し雌騨対する鰍嘩縮銀吋
』す、る考え方の差がもたら した結果とみなすごとは困難で

あろうか・また・家勲耕鯛麟磯殖灘替参ど）
　や生活様式の差も無視できな恥ボ象たレ家族形態も影響

　ジしてレ、るPことは高野ち5，，・逗松波ら6，め調査にも報告iされ

　ている。すなわち，＝最近の核家族め母親は軽微な身体所

見に対 して・もすぐに医療を受ける傾向が ある5』1・1・以・

　　もう｝ξう現代的な傾向とし’てはい農村でも保育斯力書普

　及しtお二りり，1・ ・立山町にも町立保育所が＝5が所竜謬り，

　保育所児童が増えううある。1毛利ら8レr4）保育所児壷凌）罹

　患状況の調査によ・る と，い0κ5歳ま廼の合計そ検討ずる

　と，罹患回数は年間4、2回で，カゼが最も多い。われわ

　れの対象で集団生活を営む幼児ぼ⑥入把すぎず安易な比

　較は慎みたいが，罹患傾向はやτま「ウ高猟まお熔湯る5ま

　た掛今村ら9レも家庭児よ1り保育園児め罹患は多く≠特に

　下気道疾患が多いと述べている。一辻れは筆者らめ成績芝

　二1・小児の健康は環境条件の支配を強：ζ受麻る箏家庭、も環

境の鞠翻り准賭と（し・碕鯉物二禰輔陸
　物学的条件とともに 社会経洗的条件嫉垂要な要菌 で二

　る5一乳児の死亡率に家庭の職業が影奮じ起かるうごど顧そ

　の一つの証明である1㌧　われわれの例で二も兼業農業家族
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高野他：小児の生活環境と罹思傾向との関係について

と自営業家庭では罹患回数も多く，事故のための受療件

数も多い。住環境と小児の疾病罹患に関しては，呼吸器

系疾患との関係が多く報告されている10レ。われわれの幼

児もカゼをはじめとした上気道疾患が最も多いのは幼児

としての特性のためであって必ずしも農村の古い家屋が

多いという住環境が要因として働いたとは思われない。

住環箋が直接の原因として，小児の健康障害を惹起する

のではなくて， 社会経済的条件の影響が大きいという報

告もみられる11〕。

　気候も小児の疾病と密接な関係があり，特にカゼはそ

の傾向が強い。夏においてもカゼは少なくなく，北山12レ

のいうように夏カゼでは上気道炎症症状が著明に多いζ

とがわれわれの調査結果にも明確に示されている。その

原因の一つとして，幼児期になっても気候馴化能はまだ

未熟であり，夏季であっても冬季であっても生理機能の

低下から容易に発症す畜ことが多いと思われる。特に，

対象児の居住地域は県下でも有数の積雪地帯であり，冬

季の寒さは厳しいので，寒冷に対する養育者の気遣いは

非常に大きい。そのために厚着をさせられているものが

多い。それがかえって気候馴化能の発達を阻害している

ものと思われる。

　幼児自身の条件，養育条件，環境条件などととも忘れ

てならぬ重要なことは地域社会における、医療機関の輿

態，保健衛生状態である。今回はこれらの実態について

は追究していない。

V　結 論

　養育条件，環擁条件と児自身の条件を中心に1歳児の

罹患に及ぽす実態を検討した。

　①月平均罹患回数は0．5～0．9回群が最も多く，次いで

月1，0回以上罹患した群であった。

　②上気道疾患が最も多く，対象児122名の73，8％が

罹患しており，下氣道疾患を合わせて呼吸器系疾患が多

いo

　③蛮故傷害による受診は対象児の26．2％にみられた。

　④上気道疾患や事故傷害の罹患には幼児のもつ条件に

よって患児数および件数に差異を認める。

　以上のことから，疾病予防指導にあたっては幼児自身．

の特性のみならず，家庭の条件，養育条件，住居条件な

どを十分に把握しなければならぬ。
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